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訓練課題（筆記解答及び解説）
「空調設備管理」

筆記課題
筆記課題
「空調設備管理」　解答
Ⅰ

	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10

	○

	×
	×
	○
	○
	×
	×
	×
	○
	×

	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20

	○

	○
	○
	○
	○
	×
	×
	×
	○
	○

	21
	22
	23
	24
	25
	26
	

	×

	○
	○
	×
	○
	×


Ⅱ

	27
	28
	29
	30
	31
	32
	33
	34
	35

	（２）

	（３）
	（３）
	（３）
	（４）
	（２）
	（３）
	（１）
	（４）


　　

Ⅲ
	36
	本来の意味は、低温部から高温部へ熱を汲み上げる熱ポンプで、空調機そのものを表し、
実用的な意味は、冷暖房兼用とか、特に暖房ができるエアコンの意味で用いられる。

	37
	①( 冷凍サイクル )　 ②( 凝縮器 )　 ③( インタロック )  　④( 高圧圧力開閉器 )


「空調設備管理」　解説
Ⅰ
	１
	（○）液体が気体に状態変化する際の潜熱が熱を吸収することにより、周囲は冷える。
	HU401-0011-1　2頁
関連知識「２．冷凍の原理」

	２
	（×）顕熱とは、物質の温度を変化させるために必要な熱量をいう。
	HU401-0011-1　2頁

関連知識「４．用語の意味」

	３
	（×）遠心冷凍機は大型設備に、スクロール冷凍機は小型設備に採用される。
	HU401-0011-1　4頁

表-1

	４
	（○）
	HU401-0011-1　5頁

関連知識「吸収式冷凍機の冷凍サイクル」

	５
	（○）吸収液と水に分離するために、加熱するのに熱源が必要となる。
	HU401-0011-1　6頁

関連知識

	６
	（×）吸収式冷凍機では、電気設備費が大幅に削減できるが、放熱量も大きく冷却塔の能力も大きなものが必要となる。
	HU401-0011-1　6頁

関連知識

	７
	（×）圧縮式冷凍機の冷凍サイクルは、圧縮→凝縮→膨張→蒸発　の順である。
	HU401-0011-1　10頁

図-3

	８
	（×）凝縮器は、圧縮された冷媒ガスを冷却し、凝縮（液化）させる機器である。
	HU401-0011-1　7頁

関連知識「２．凝縮器」

	９
	（○）
	HU401-0011-1　7頁

関連知識「３．膨張弁」

	10
	（×）ドライヤー内部にはシリカゲル等の乾燥剤が入っている。
	HU401-0011-1　8頁

関連知識「６．ドライヤー」

	11
	（○）
	HU401-0011-1　13頁

関連知識「２．圧力試験」

	12
	（○）
	HU401-0011-1　13頁

関連知識「３．許容圧力以下に戻す安全装置」

	13
	（○）
	HU401-0011-1　22頁

関連知識「１．熱の移動」

	14
	（○）
	HU401-0011-1　22頁

関連知識「２．熱の通過」

	15
	（○）製造施設の区分の応じ、圧縮式冷凍機を運転する場合に冷凍保安責任者を選任しなければならない。
	冷凍保安規則第36条

	16
	（×）圧縮式冷凍機は零下度まで冷却できるが、吸収式冷凍機は冷媒が水であるため、＋４℃程度までしか低温度を得ることができない。よって吸収式は空調用には利用可だが、冷凍用には利用不可。
	

	17
	（×）キャピラリーチューブは、冷媒を高圧から低圧に膨張する機器であり、膨張弁と同様の働きをする。
	HU401-0060-1　2頁

「４．キャピラリーチューブ」

	18
	（×）CFC系は製造中止となっており、現在主に使用されている冷媒はHFC系である。
	HU401-0060-1　4頁

関連知識「１．冷媒の種類」

	19
	（○）
	HU401-0060-1　7頁

「１．マルチ型エアコン」

	20
	（○）インバータによる周波数制御によりモータの回転数を制御できる。
	HU401-0060-1　7頁

関連知識「２．インバーターエアコン」

	21
	（×）ヒートポンプエアコンは、冷房運転に加え暖房運転にも利用できるエアコンであり、その切り換えは四方切換弁によって行われる。
	HU401-0060-1　8頁

「３．ヒートポンプエアコン」

	22
	（○）真空引きの目的は、①冷媒と管内空気の混合を防ぐ、②管内の水分を蒸発させて取り除く　ことである。
	HU401-0010-1　14頁

1～2行目

	23
	（○）
	HU401-0060-1　24頁

「９．閉鎖弁の構造」

	24
	（×）非共沸混合冷媒の場合はガスでの充填はできないのでボンベから液の状態で充填する。
	HU401-0050-1　23頁

「３．共通事項」（７）

	25
	（○）ヒューミディスタットとは湿度、サーモスタッドは温度を検出する。
	HU401-0030-1　1頁

作業課題「１．検出部」

	26
	（×）赤色のパイロットランプは「運転中」を、緑色のパイロットランプは「停止中」を表す。
	HU401-0030-1　10頁

関連知識「４．表示灯回路」


Ⅱ
	27
	（２）吸収器　－　蒸発器で発生した冷媒蒸気を吸収すると共に高真空度を保つ
	HU401-0011-1　5頁

図-2

	28
	（３）膨張過程は外部からのエネルギーの出入りがなく、圧力だけが高圧から低圧に変化するので、C-Dに相当する。
	HU401-0011-1　7頁

作業課題「７．膨張弁による変化」

	29
	（３）フレアツールは銅管端部を広角に広げる加工を行う工具で、配管施工に使用するものである。冷媒の取扱い時には使用しない。
	HU401-0050-1　1頁

作業課題「冷媒の取扱いに必要な機器」

	30
	（３）Ｒ１３４ａはＨＦＣ系冷媒に属する。
	HU401-0011-1　9頁

関連知識「１．冷媒の種類と性質」

	31
	（４）フルオロカーボン冷媒は水の溶解度が小さいため、膨張弁で水分が凍ってしまう。
	

	32
	（２）室外機にはコンプレッサやモータが収められているため重量と振動に絶える十分な強度であること。
	HU401-0060-1　18頁

「（２）室外機の据え付けについて」

	33
	（３）ｐ－ｈ線図の縦軸は絶対圧力、横軸はエンタルピ。飽和液線の左の領域は過冷却液となる。
	HU401-0011-1　18頁

関連知識「１．ｐ－ｈ線図の構成」

	34
	（１）チャージングスケールとは別名電子秤とも呼ばれ、ボンベごと秤に乗せて冷媒の充填重量を計量するのに用いられる。
	HU401-0050-1　2頁

「（３）チャージングスケール」

	35
	（４）圧縮機吸入側配管の途中にあり、圧縮機に直接液冷媒が戻らないように蒸気と液体を分離する装置。
	HU401-0011-1　8頁

関連知識「３．アキュムレーター」


Ⅲ
	36
	従来はエアコンは冷媒により冷房を行う機器であったが、近年、

冷・暖房が可能なものが多くなった。
	HU401-0010-1　7頁

｢３．パッケージエアコン｣

「４．ルームエアコン」

	37
	水冷式パッケージエアコンの全体のイメージより


	HU401-0021-1　5頁から6頁「水冷式パッケージエアコン」


